
計画の内容
 １  計画策定の趣旨
　河津桜は河津町のシンボル的存在であり、重要な観光資源です。

　河津町のまちづくりの現状、住民や来場者ニーズなどを踏まえて、土地利用や景観に配慮した、賑わい

づくりを含む“河津桜の総合的なまちづくり”についての計画を策定しました。

 2  計画の位置づけ
　本計画は、以下のように位置づけられます。

 3  計画期間
　計画期間は令和2年度（2020年度）～令和11年度（2029年度）までの10年間とします。

●河津町第４次総合計画（H23.4～R3.3）
●河津町都市計画マスタープラン
　（H25.12策定・R12目標年次）
●河津町まち・ひと・しごと創生総合戦略（H27.4～R2.3）

●河津桜まつりの来場者ニーズ
●まちづくり町民アンケート

●まちづくりの現状
●関係者ヒアリング

●中学生ワークショップ会議
町民意向

河津町河津桜まちづくり計画の策定

●二級河川河津川における河津桜維持管理指針（H20.11策定）
●河津桜保護育成計画（H26.4～R6.3）
●河津川水系河川整備基本方針（H28.6策定）
●河津川流域における河津桜並木基本方針（H30.3策定）

即する 整合する

踏まえて
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河 津 町河津桜まちづくり計画
令和２年 3月　河津町

概要版



目標像と整備基本方針
 １  目標像

　河津桜のあふれる町内で、河津桜の季節も、

それ以外の季節も、美しい自然や温泉、文学・

歴史など、多彩なふるさとの魅力を楽しむこ

とができ、すべての町民と来訪者が、笑顔にな

り、安全で快適に暮らし、過ごすことができる

まちを目指します。

 2  整備基本方針
　整備基本方針として、以下の６項目を掲げます。

（１）河津桜のまちづくりにより、町民や観光客の安全性、快適性、利便性の向上を図る
　河津桜のまちづくりの主軸をなす河津川沿いの桜並木整備を行うほか、副軸となる道路の整備、

河津川沿いの後背地の活用、利便性の高い道路交通システムの導入などにより、町民にとって暮ら

しやすく、観光に訪れた人も安全で快適に過ごすことができるまちづくりを進めます。

（２）河津桜による回遊性の向上と新たな拠点の整備を進める
　河津町は、河津桜発祥の地として多くの人に親しみ愛されているため、今後も河津桜の魅力を継

承していくとともに、これまで培ってきた観光のまちとしてのまちづくりやまちなかの整備などの

取り組みを生かしながら、桜の拠点や桜のフットパスなどによる回遊性の向上や新たな拠点の整備

を進めます。

３）河津桜の景観の維持・創出により、河津桜のまちにふさわしい景観形成を進める
　城山や涅槃堂の桜見晴台など、高所から眺めた時の帯状の桜並木が河津町の特徴的な景観であ

り、また、背後の山地景観を活用した新たな視点場や視対象としての桜景観の創出も期待できます。

河津桜の景観の維持や桜の眺望点の創出、見ごたえのある名木の活用などにより、河津桜のまちに

ふさわしい景観形成の取組を進めます。

河津桜があふれ
みんなが笑顔になる
誰もが過ごしやすいまち
河津

土地利用・基盤整備

桜の拠点、ネットワーク形成
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景観形成・景観誘導
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（4）河津桜のまちづくりを、民間の活力による新たな魅力づくりにつなげる
　土地区画整理事業施行区域内は、河津桜まつりの際の駐車場地として、低・未利用地（駐車場や農

地、空地）が多く残されているため、低・未利用地の住宅地利用や、沿道の商業サービス施設の立地な

ど、民間の活力の導入による新たな魅力づくりを支援することで、桜の映えるまち並みづくり、商業

地づくりを推進します。

（5）様々な交流・連携を育み、活発化する
　人と自然、町民同士、町民と観光客、地域間、産業間など、様々な交流・連携による河津桜のまちづ

くりが展開する環境づくりを大切にし、河津桜を通じたまちの活性化を目指します。

（6）町民や企業等と行政との協働によるまちづくりを継続する
　町民一人ひとりの河津桜に対する愛着と関心を高めるとともに、町民・企業等・行政の協働・連携

による河津桜のまちづくりを進め、継続していくことを目指します。

民間施設誘導

ソフトプログラム

計画の推進

桜のまち
シンボル
ゾーン

逆川IC周辺

登り尾

観音山

鉢ノ山

三筋山

城山

大鍋川

小鍋川

谷津川

稲梓川

荻
ノ

入
川

佐
ヶ
野
川

見
高
川

河津川

鍋地川

小鍋地川

田
尻
川

奥原川

片瀬山

天嶺山

猿山

0 1 4km2

桜のまちシンボルゾーン
桜のまちづくりの中核をなすエリア

交通や観光等の機能を有し、桜のまち

シンボルゾーンと連携してまちづくりを

担うエリア

桜のサテライトゾーン

名木

幹線道路

鉄道

河川

主な山地

河津七滝周辺

全体構想

河津駅

伊
豆
急
行
線

今井浜海岸駅

今井浜の桜

国
道
４
１
４
号

国
道
1
3
5
号

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

隠居の桜

上条の桜

てっぽうの桜

河津IC・
西小学校周辺

友城の桜

涅槃の桜

大宮瀬の桜

車の桜

河津駅前の桜

かじやの桜

上河原桜

河津桜原木

役場の桜

豊泉の桜

小沢茂一宅の桜

音蔵の桜

桜のサテライトゾーン

将来構造図

天城山脈

河津七滝周辺：年間を通じた観光拠点であり、
河津桜の植栽は多くないが、そ
の集客力を活かして河津桜の
まちづくりに貢献する（通年の
拠点）

河津IC・西小学校周辺：交通・観光拠点（玄関口）
逆川IC周辺：交通拠点
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0 200 1,000m500

将来構造図（桜のまちシンボルゾーン）

国
道
4
1
4
号

国
道
1

3
5

号

河
津
駅

伊豆急行線

河津バガテル公園

笹原公園

河津桜の原木

田中親水公園

豊泉橋

涅槃堂の桜見晴台
涅槃の桜

河津駅前の桜

上河原桜

来の宮橋

荒倉橋

館橋

浜橋

河津桜原木

役場の桜

豊泉の桜

小沢茂一宅の桜

音蔵の桜

大宮瀬の桜

車の桜

城山

河津川

峰小橋

かじやの桜

かわづいでゆ橋

峰温泉大噴湯公園

新町の大ソテツ

川津来宮神社

河津桜観光交流館

桜のまちづくりの主軸

桜のまちづくりの主軸を
なす河津川沿いのエリア

主軸を支える桜のまち
づくりの副軸

桜のまちづくりの副軸

桜の拠点

桜の映えるまち並みづくり

商業地

河川後背地の活用

桜のフットパス

桜の眺望点

名木

主な公園・緑地

幹線道路

鉄道

河川

主な山地

桜のまちシンボルゾーン
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（2）堤防後背地の活用
　河津川の治水事業を行うとともに、近接する民家、民有地の所有者など地域の協力を得ながら、現

在の営農活動に配慮しつつ、「未来への遺産」となる桜並木の再生のための整備を進めます。

施　策
・河津川堤防の嵩上げ、腹付け
・桜並木整備基本方針の策定

・河津川沿いの桜並木の再生

基本計画
 １  土地利用・基盤整備

（１）河川整備
　河津町の観光資源である河津桜並木を継承することが重要となっています。

　桜管理者や関係機関、地域住民と協働で、「人々が安全かつ安心に暮らせる川づくり」を目指し、町

の重要な観光資源でもある桜の管理、河津川の治水機能の両立を可能とした河川整備を進めます。

河川整備

河津川

今井浜海岸駅

伊
豆
急
行

河
津
駅

・河津川堤防の嵩上げ、腹付け
・桜並木整備基本方針の検討
・河津川沿いの桜並木の再生

堤防高さおよび幅の両方が不足する区間

堤防高さおよび幅のいずれかが不足する区間

0 0.5 2km1

河
津
川

・河津川堤防後背地に
　おける基盤整備とそれに
　伴う河津桜植栽の検討

伊豆急行
河
津
駅

河津町

堤防後背地の活用

0 100 200 500m

河
津
川

施　策 ・河津川堤防後背地における基盤整備とそれに伴う河津桜植栽の検討
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（3）交通基盤・交通環境整備
　全国から河津町に訪れる方の利便性の向上を図るため、伊豆縦貫自動車道の整備促進や新たに設

置されるIC周辺地域の振興計画の推進を図ります。また、イベント時の交通渋滞対策を推進します。

交通基盤・環境整備

施　策

・伊豆縦貫道の整備に伴う土地を利用したまちづくり
・（都）浜峰線の整備促進
・河津桜まつり開催時の交通渋滞対策の推進
・駐車場予約システムを活用した渋滞対策の検討
・賀茂地域における広域連携対策
・伊豆道の駅ネットワークと連携した交通情報の発信の検討

伊東市

伊豆高原駅

←至 河津町

至
 熱

海
駅

→

伊豆急行

0 1 4km2

今井浜
海岸駅

国
道

1
3
5
号

国
道
４
１
４
号

伊
豆

急
行

逆川IC
（仮称）

河津IC
（仮称）

・伊豆縦貫道の整備に伴う
 土地を利用したまちづくり

河津
バガテル公園

防災公園
（花泉園）

東伊豆町

伊豆市

西伊豆町

松崎町

下田市 相模灘

蓮台寺IC（仮称）

下田北IC
（仮称）

須原IC
（仮称）

伊
豆
縦
貫
自
動

車
道

東伊豆

下田・
南伊豆

松崎・
西伊豆

河津桜まつり開催時の
交通渋滞対策の推進
賀茂地域における広域
連携対策

0 1 10km5

賀茂地域

伊豆縦貫自動車道

伊豆スカイライン

国道

主要地方道

伊東線

伊豆急行

フェリー航路
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河
津

駅

河津川

伊
豆

急
行

河津バガテル公園

河津桜の原木峰温泉

大噴湯公園

涅槃堂

新町の大ソテツ

河津桜

観光交流館

川津来宮神社

桜並木整備基本方針

0 200 400 1,000m

土地利用状況や地形状況、樹

齢に整合した形で1列植栽を

基本に整備を行う

既存緑地帯については、これまで通り、

２列植栽を基本に整備を行う

峰温泉周辺は、観光資源を生

かしながら河川沿いの桜並木

と一体となった桜周遊ネット

ワークの形成を行い地域全体

の魅力性向上を図る

河津川沿いの観光資源

・地域振興や地域活性化、
　桜のまちづくりに寄与する桜並木

・河津桜や護岸天端通路を基軸とした日常
　的に楽しみ、憩うことができる親水空間

河川沿いの町内の名木や観光資源と一体

となった桜周遊ネットワークを創出し、

地域および河川全体の魅力向上を図る

河川沿いの桜並木は、土地利用状況や地

形状況、樹齢に整合した形で1列植栽を

基本に整備を行う

桜堤は2列（千鳥）とし、桜の間を散策

できるような整備を基本とする

（２）新たな拠点整備
　河津桜のまちとしての多様な魅力づくりを支える新たな拠点の整備を推進します。

施　策

・新たな河津桜の拠点整備（①防災公園、②バガテル公園、③河津桜原木公園、④七滝周辺）
・伊豆縦貫自動車道IC周辺における桜の拠点整備
・河津桜センターの創設
・河津桜のサブ拠点整備
・地域で取り組む桜の名所づくり

 2  桜の拠点・ネットワーク形成

（１）桜並木整備基本方針
　河津川の桜並木は、日常的に町民がふれあえる空間として、また町民の誇りとして、さらに桜によ

るまちづくり・観光産業において中心的な役割を果たしていることから、桜並木整備基本方針を以

下のように定めます。

※1：新植栽桜が成木となった後の５～10年間は、残っている可能性は高いが、将来的には消滅する。

※2：後継樹と後後継樹の植栽時期を10年程度ずらすことにより、その後の後継樹育成時にも10ｍ間隔の植栽が可能となる。（後継樹の天端道路近

くと離れた場所との植栽順位は、植栽場所や既存木の生育状況を勘案して、優先順位を決めるものとする）

　　河津川流域における河津桜並木基本方針 静岡県 より

①現在

〈2列植栽による桜並木創出イメージ〉

既存木

後継樹※２ 後後継樹※２

既存木

②≒10年後植栽時

築堤の場合 堀込の場合

後継樹※２ 既存木※１

③将来・後継樹成木時（≒20年後）

後後継樹後継樹

≒15～20ｍ

④将来・後後継樹成木時以降（≒30年後）

方　針
・地域振興や地域活性化、桜のまちづくりに寄与する桜並木
・河津桜や護岸天端通路を基軸とした日常的に楽しみ、憩うことができる親水空間
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大滝出合滝
カニ滝初景滝

蛇滝
エビ滝 釜滝

河津桜の原木

峰温泉大噴湯公園

涅槃堂

拡大図
（桜のシンボルゾーン）

拡大図
（河津七滝周辺）

新町の大ソテツ

河津桜観光
交流館笹原公園

栖足寺

川津来宮神社

（３）桜を楽しむ歩行者ネットワーク
　河津桜の開花時には、来訪者を温かく迎え入れるとともに、町内の広い地域を回遊して楽しむこ

とのできる魅力を演出します。

0 100 200 500m

拡大図（河津七滝周辺）

大滝

出合滝

カニ滝

初景滝

蛇滝

エビ滝

釜滝

踊
子
歩
道 主要拠点を結ぶフットパス

・主要拠点を結ぶ
　フットパスの整備

河津七滝
名木
桜が植わっている場所

上条の桜

隠居の桜

桜を楽しむ歩行者ネットワーク

主な公園・緑地

河津七滝

・主要拠点を結ぶ
　フットパスの整備

0 1 2 3km

施　策
・河津川沿いの桜並木の保護・整備
・交通ネットワーク形成に伴う安全な歩道の確保
・主要拠点を結ぶフットパスの整備

0 0.5 1 2km

伊
豆

縦
貫

自
動

車
道

逆川IC
（仮称） 端戸山公園

拠点④七滝周辺

拠点③河津桜原木公園
　　  （河津桜の原木周辺）

河津城跡公園

河津浜児童公園

浜緑地帯

笹原公園

風土の森

拠点②河津バガテル公園

峰温泉大噴湯公園

峰温泉・河津桜の丘

河津IC
（仮称）

大滝

出合滝
カニ滝初景滝

蛇滝

エビ滝

釜滝

西小学校

拠点①防災公園
　　 （花泉園）

新たな拠点整備

サブ拠点

・伊豆縦貫自動車道IC周辺に
　おける桜の拠点整備

・河津桜のサブ拠点整備

拠点

拠点

・新たな河津桜の拠点整備

・河津桜センターの創設
・地域で取り組む桜の名所づくり

先行して整備している箇所
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 3  景観形成・景観誘導

（１）河津川沿岸の景観形成
　河津川沿岸の桜並木を維持するとともに、河津町景観計画の策定や水辺景観の保全、創出、活用な

どにより、河津桜発祥の地にふさわしい景観の形成を図ります。

涅槃堂の桜見晴台

涅槃の桜

城山

・水辺景観の保全・創出・活用
・河津桜まつり開催時の景観誘導
・細部の修景措置

・桜並木の眺望景観の維持・創出

河津駅前の桜

今井浜の桜

かじやの桜

上河原桜
河津バガテル公園

河津来宮神社の大クス

河津桜原木

役場の桜

豊泉の桜

豊泉橋

小沢茂一宅の桜

新町の大ソテツ
音蔵の桜

大宮瀬の桜
車の桜

友城の桜

てっぽうの桜

隠居の桜

上条の桜

河津川沿岸の景観形成

・河津町景観計画の策定
町全域の計画

景観重要樹木の指定
主な眺望点
後背の山並み

施　策
・河津町景観計画による景観誘導
・桜並木の眺望景観の維持・創出
・景観重要樹木の指定

・水辺景観の保全・創出・活用
・河津桜まつり開催時の景観誘導
・細部の修景措置

拡大図（桜のシンボルゾーン）

河津川沿いの遊歩道の整備

交通ネットワーク形成に伴う安全な歩道の確保

主要拠点を結ぶフットパス

主な公園・緑地

名木

・主要拠点を結ぶフットパスの整備

峰温泉大噴湯公園峰温泉大噴湯公園

涅槃堂涅槃堂

新町の大ソテツ新町の大ソテツ

河
津

駅

河
津

駅

伊
豆

急
行

伊
豆

急
行

川津来宮神社川津来宮神社

河津桜観光交流館河津桜観光交流館

笹原公園笹原公園

栖足寺栖足寺

涅槃の桜涅槃の桜

河津駅前の桜河津駅前の桜

河津桜原木河津桜原木

役場の桜役場の桜

小沢茂一宅の桜小沢茂一宅の桜

大宮瀬の桜大宮瀬の桜

車の桜車の桜

音蔵の桜音蔵の桜

かじやの桜かじやの桜

上河原桜上河原桜

豊泉の桜豊泉の桜

0 0.5 1 2km

0 200 400 1,000m
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 4  民間活力の誘導

（１）既存区画整理内の宅地化
　まちなかの都市基盤は整っているものの、宅地化が遅れています。現在、主に河津桜まつり時の駐

車場として利用されている未利用地の、早期の宅地化を促進します。

（２）魅力ある商業地の形成
　河津駅周辺や幹線道路沿道などにおいて、魅力ある商業地の形成を促進します。

施　策
・土地区画整理事業施行区域内の低・未利用地の宅地化促進
・沿道の商業サービス施設の立地促進【住商複合地】

施　策 ・魅力ある商業地の形成　　　・沿道の商業施設の立地促進【商業地】

 5  ソフトプログラム

（１）河津桜の維持・保全活動
　全国の河津桜の指標と成るよう育成保護や管理モデルの作成につなげます。

　また、河津桜の保護育成に必要な手入れを行っていく“担い手づくり”にも取り組んでいきます。

※1　河津桜守人・・・河津桜の講習や実習を受け町から認定された方

※2　河津桜守人サポーター・・・河津桜守人の活動をサポートするため町へ登録された方

既存区画整理内の宅地化 魅力ある商業地の形成

施　策

・原木の保護育成
・河津桜の管理モデルの作成
・河津桜の文化財指定の検討
・河津桜の毎木調査の実施検討
・河津桜守人※1制度の維持と守人の育成
・河津桜守人サポーター※2の登録者拡大

・河津桜アドバイザーの派遣
・地域住民等との連携による維持・管理
・維持・管理参加者の拡大
・河津桜に関する地域学習の推進
・河津桜シンポジウムの開催

（２）幹線道路沿道の景観形成
　新たに整備される伊豆縦貫自動車道や都市計画道路など、道路から河津桜を楽しむことのできる

景観づくりを進めます。

幹線道路沿道の景観形成

伊
豆
縦
貫

自
動
車
道

河津IC（仮称）

国
道

１
３

５
号

国道414号

端戸山公園
河津城跡公園
河津浜児童公園

浜緑地帯
笹原公園

風土の森

峰温泉大噴湯公園

下佐ヶ野公園

上佐ヶ野親水公園

伊豆元気わくわくの森公園

・伊豆縦貫自動車道の
　沿道の魅力づくり

逆川IC（仮称）

・河津桜を楽しめる沿道の演出
町全域の計画

公園・広場（既存）

公園・広場（新たな整備の検討）

主要幹線道路

都市計画道路

・河津の魅力を高める景観形成

施　策
・伊豆縦貫自動車道の沿道の魅力づくり
・河津の魅力を高める景観形成

・河津桜を楽しめる沿道の演出

0 1 2 3km

伊
豆

急
行

河
津

駅

・土地区画整理事業施行
　区域内の低・未利用地
　の宅地化促進

未利用地

・魅力ある
　商業地の形成

商業地

近隣商業地

土地区画
整理事業の
施行区域

0 100 200 400m0 100 200 400m

伊
豆

急
行河

津
駅



（２）観光振興
　子どもから大人までが河津桜のあるふるさととしての誇りを持ち、全国に発信していくととも

に、新たな魅力づくりに取り組むことで、発祥の地としてのふるさとづくりに取組みます。
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・河津桜まつりの充実
・花いっぱいの地域づくり
・温泉会館の整備・充実
・観光情報提供の強化と観光ルート化
・おもてなしの充実

・河津桜情報の収集と発信
・水辺ビジネス等を活用したにぎわいの
  ある水辺空間づくり
・河津桜まつり期間外におけるインフラの
 活用

（３）地域経済の振興
　河津桜は多くの人を集めているため、河津桜を磨き上げ、それらを通した観光商品の開発・販売を

図ります。　

施　策

施　策

・花卉の物産開発

（４）広域連携の推進
　伊豆縦貫自動車道河津下田道路の開通などを機に賀茂地域の市町との連携を強化することによ

り、本町や賀茂地域にとって、より望ましい観光振興など地域の活性化を図ります。

施　策 ・イベント等における集客力の向上

計画の推進
 １  推進方策

（１）まちづくりに関する各種制度等の活用
　土地区画整理事業や用途地域の見直し、都市計画道路の早期整備などによる計画的な土地利用の

誘導や景観計画の策定を検討します。

（２）河津桜守り人を中心とした河津桜の維持・管理、有効活用
　河津桜守り人などを中心とし、河津桜の維持・管理を行う仕組みづくりを行うと共に、その活動を

支援します。

（３）まちづくりの推進体制の充実
①庁内推進体制の充実

　関係各課が横断的かつ柔軟な連携・協力体制のもとに各種事業や施策に取り組みます。

②国や県、周辺市町との連携強化

　国や県、賀茂地域等周辺市町と連携を図り、総合的な地域振興に向けた取組みを強化します。

③町民や事業者、各種団体・組織等との協働によるまちづくりの推進

　情報発信や地区懇談会等の機会の拡充、まちづくりを支える人材、組織の育成などを図ります。

（４）財源の確保
　本計画の内容は、現在策定中の次期河津町総合計画や総合戦略に適切に組み込み、地方創生等に

係る交付金の対象として適切に実施されていくことが望まれます。

　企業版ふるさと納税やクラウドファンディング、さまざまな事業に係る財源や交付金を効果的に

組み合わせることで、みんなが笑顔になる河津桜のまちづくりを実現させていきます。

・河津桜のブランド形成

・宿泊等受け入れ体制の強化



河津町 産業振興課
〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2
電話  0558-34-1946　Fax 0558-34-1404
Mail  sangyou@town.kawazu.shizuoka.jp

施　策 短期 中期 長期番号

 ２  スケジュール
本計画の計画期間の10年間に、事業を推進します。

1 -(2)

1 -(2)

1 -(3)

1 -(4)

1 -(4)

1 -(4)

2 -(2)

2 -(2)

2 -(2)

2 -(2)

2 -(3)

3 -(1)

3 -(1)

3 -(1)

3 -(1)

3 -(1)

3 -(2)

3 -(2)

3 -(2)

4 -(1)

4 -(1)

5 -(1)

5 -(1)

5 -(1)

5 -(1)

5 -(1)

5 -(1)

5 -(2)

5 -(2)

5 -(3)

河津川堤防の嵩上げ、腹付け

河津川沿いの桜並木の再生

河津川堤防後背地における基盤整備とそれに
伴う河津桜植栽の検討

伊豆縦貫道の整備に伴う土地を利用したまちづくり

河津桜まつり開催時の交通渋滞対策の推進

（都）浜峰線の整備促進

新たな河津桜の拠点整備

伊豆縦貫自動車道IC周辺における桜の拠点整備

河津桜のサブ拠点整備

地域で取り組む桜の名所づくり

主要拠点を結ぶフットパスの整備

河津町景観計画による景観誘導

桜並木の眺望景観の維持・創出

景観重要樹木の指定

河津桜まつり開催時の景観誘導

細部の景観誘導

伊豆縦貫自動車道沿道の魅力づくり

河津の魅力を高める景観形成

河津桜を楽しめる沿道の演出

土地区画整理事業施行区域内の低・未利用地
の宅地化促進

魅力ある商業地の形成

原木の育成保護

河津桜の毎木調査の実施検討

河津桜守人制度の維持と守人の育成

河津桜守人サポーターの登録者拡大

地域住民等との連携による維持・管理

河津桜シンポジウムの開催

観光情報提供の強化と観光ルート化

おもてなしの充実

河津桜のブランド形成

土
地
利
用
・
基
盤
整
備

桜
の
拠
点
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

景
観
形
成
・
景
観
誘
導

民
間
施

設
誘
導

ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

※各事業の推進期間については、概ね短期が5年未満、中期が10年未満、長期が10年以上となっています。
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